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発表内容 2008年 8月 30日、S市内の医療機関から 2名の腸管出血性大腸菌感染
症（EHEC）O157（VT 1+2）の届出があり、この 2名は同じバーベキュ
ーを喫食していたとの情報が丹南保健所にあった。調査の結果、この 2名
は 8月 23日に S市内の団体主催のバーベキューに参加しており、参加者
53名のうち 10名が腹痛、下痢等の症状を呈したことが判明した。その後、
有症者 4名が医療機関を受診し、うち 2名が EHEC O157感染症と診断さ
れた。                   
 当センターでは9月2日～15日にバーベキュー喫食者の糞便検査を実施
し、その結果、喫食者 45名のうち、有症者 4名中 1名および無症者 41名
中 7名から EHEC O157（VT 1+2）が検出された。医療機関の検査結果
を併せると 51名中 12名が陽性で、内訳として小学生 33名中 11名および
大人 18名中 1名が陽性であった。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


